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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 18 年 8 月 10 日の「平成 19 年 3 月期第１四半期業績」の発表時に公表し

た当平成 19年 3 月期（平成 18 年 4 月 1日～平成 19 年 3 月 31 日）中間期の業績予想を下記のとおり修正いた

しますので、お知らせいたします。 

記 

１. 当期の業績予想の修正 

(1) 中間期業績（平成 18 年 4月 1日～平成 18 年 9月 30 日） 
イ. 連結業績 （金額単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 28,200 1,470 1,390 1,800 

今回修正予想（Ｂ） 28,406 1,610 1,575 2,345 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 206 140 185 545 

増  減  率（％） 0.7 9.5 13.3 30.3 

《参考》前中間期実績 
（平成 17年 9 月期） 

27,384 1,309 1,341 △3,001 

ロ. 個別業績 （金額単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 24,290 1,310 1,300 790 

今回修正予想（Ｂ） 24,226 1,507 1,532 978 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △64 197 232 188 

増  減  率（％） △0.3 15.0 17.8 23.8 

《参考》前中間期実績 
（平成 17年 9 月期） 

23,442 1,095 1,157 △3,229 

(2) 通期業績（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

通期業績の見通しにつきましては、連結業績および個別業績とも現在集計作業中ですので、平成 18 年 11

月 17 日に予定している平成 19 年 3 月期中間決算短信発表時にお知らせいたします。 

 

２. 修正の理由 

当中間期において、平成 17 年 12 月に竣工した千葉北第二倉庫が順調に稼働したほか、国際輸送業務が

大きく伸び、営業利益が増加したことに加え、当中間期に想定した固定資産の処分等が発生しなかったこ

とにより特別損失の金額が予想より減少し、連結当中間純利益の予想数値が既発表の予想数値を 30.3％上

回ることになったものであります。 

 

以 上 


